
令和3年度 厚生労働省 民間団体活動助成事業 

特定非営利活動法人KHＪ全国ひきこもり家族会連合会 

ひきこもりの理解促進と 

支援力向上のための研修会 

～基礎編（オンライン開催）～ 

2021年 12月 19日（日）9：20～16：10（12月コース） 

2022年 1月 10日（月・祝日）9：20～16：10（1月コース） 

※どちらのコースも、研修会は概ね同じ内容になります。 

どちらか御都合のつく日時のコースにお申込みください。 

※両コースとも、それぞれ２００名の定員になります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひきこもりの問題は社会的孤立の問題として、喫緊の課題として認識されております。その背景として

は長く社会制度の狭間に置かれ、自己責任を追及されて、どこにも支援を求められない状況がありまし

た。今度から施行の「改正社会福祉法」では地域における包摂的な支援体制が明記され、課題解決だけで

なく繋がり続けることで孤立させない支援が求められています。 

しかし実践活動の中ではひきこもり支援に対して苦慮の声が多数ございます。就労や社会参加をゴー

ルにする支援に行き詰り、本人や家族と信頼構築に至らないことを悩む声も少なくありません。特に８０

５０世帯では、親の要介護や貧困といった複合的な問題を抱えるケースが多く、一機関では対応しきれな

い状況もあり、多機関・多職種連携が求められております。 

KHJ全国ひきこもり家族会連合会では、家族会（当事者団体）として専門職や有識者と連携しながら、長

くひきこもり支援を実践してきました。2017年度からは、積み上げた実績や研究結果に基づいて、支援

者を対象にひきこもりに関する諸問題や支援策について研修会を実施しております。過去の研修会参加

者からの満足度も大変高く「ひきこもりの相談対応や支援実践活動の参考になった」との評価を多数頂い

ております。 

今年度から厚生労働省の助成を受けて研修の検討委員会を設置し、研修会を体系的に再構築しており

ます。本研修会は委員会の検討内容を受けて、現在の社会状況や改正社会福祉法などを踏まえた内容と

してより充実した研修内容としました。 

コロナ禍の影響を勘案し、本研修会はZoomを用いたオンラインで開催いたします。ご自宅や、職場か

らPCなどで研修に参加いただけます。 

詳細は次頁以降をご参照ください。本研修を通じまして、より現場の活動に反映できる機会となれば

幸いです。 

 



１．研修内容  

12月コース：2021年12月19日（日）開催 

№ 研修時間 研修内容 

１ 
9：30～10：45 

 

講義：「ひきこもり支援に携わる上での基本事項と理念」 
     ～ひきこもりの定義と現状、支援の基本的過程～ 

講師：境 泉洋（公認心理師、臨床心理士） 
宮崎大学教育学部 教授、KHＪ全国ひきこもり家族会連合会 副理事長 

代表著書「CRAFTひきこもりの家族支援ワークブック」（金剛出版） 

     ～ひきこもり支援を担う社会資源～ 

講師：中井 俊雄（認定社会福祉士、精神保健福祉士） 

ノートルダム清心女子大学 人間生活学部 准教授 

代表著書「人口７万人の基礎自治体が独自に開設した 

総社市ひきこもり支援センター『ワンタッチ』（東京法規出版） 

２ 
11：00～12：15 

 

講義： 「家族支援の基本的理解」 
 ～家族支援の必要性と心理、家族の関わり方への支援の基礎～ 

講師：境 泉洋（公認心理師、臨床心理士） 
宮崎大学教育学部 教授、KHＪ全国ひきこもり家族会連合会 副理事長 

代表著書「CRAFTひきこもりの家族支援ワークブック」（金剛出版） 

 12：15～13：15 昼休憩  ※13：15までに画面の前にお戻りください 

3 13：15～14：30 

講義： 「本人支援の基本的理解」 
  ～本人の心的・社会的状況の理解、本人への関わり方～ 

講師：竹中 哲夫 (臨床心理士) 
日本福祉大学名誉教授、日本福祉大学心理臨床研究センター（心理臨床相談室）

研修指導員 代表著書「ひきこもり支援論」（明石書店） 

～本人の身体的状況の医学的理解～ 

講師：加藤 隆弘 (精神科医師) 
九州大学大学院医学研究院 精神病態医学准教授 

代表著書「みんなのひきこもり～つながり時代の処世術～」（木立の文庫） 

４ 14：45～16：00 

講義：「ひきこもり支援における当事者活動への理解」 
～本人や家族が支援者に望むこと～ 

講師：丸山 康彦 （ヒューマンスタジオ代表） 
不登校・ひきこもり経験者、経験を踏まえての支援活動を実践 

 代表著書「不登校・ひきこもりが終わるとき」（ライフサポート社） 

～家族会・居場所、ピア活動への理解～ 

講師：斎藤 まさ子 (保健学博士 ライフサイエンス/臨床看護学) 
長岡崇徳大学看護学部 教授 

代表編著「ひきこもり家族会と地域との有機的な連携構築に向けて」（ウェストン） 

  



1月コース：202２年1月1０日（月・祝日）開催 

№ 研修時間 研修内容 

１ 9：30～10：45 

講義：「ひきこもり支援に携わる上での基本事項と理念」 
     ～ひきこもりの定義と現状、支援の基本的過程～ 

講師：境 泉洋（公認心理師、臨床心理士） 
宮崎大学教育学部 教授、KHＪ全国ひきこもり家族会連合会 副理事長 

代表著書「CRAFTひきこもりの家族支援ワークブック」（金剛出版） 

     ～ひきこもり支援を担う社会資源～ 

講師：中井 俊雄（認定社会福祉士、精神保健福祉士） 

ノートルダム清心女子大学 人間生活学部 准教授 

代表著書「人口７万人の基礎自治体が独自に開設した 

総社市ひきこもり支援センター『ワンタッチ』（東京法規出版） 

２ 11：00～12：15 

講義： 「家族支援の基本的理解」 
 ～家族支援の必要性と心理、家族の関わり方への支援の基礎～ 

講師：境 泉洋（公認心理師、臨床心理士） 
宮崎大学教育学部 教授、KHＪ全国ひきこもり家族会連合会 副理事長 

代表著書「CRAFTひきこもりの家族支援ワークブック」（金剛出版） 

 12：15～13：15 昼休憩  ※13：15までに画面の前にお戻りください 

3 13：15～14：30 

講義： 「本人支援の基本的理解」 
 ～本人の心的・身体的・社会的状況の理解、本人への関わり方～ 

講師：山﨑 正雄 (精神科医師) 
高知県精神保健福祉センター所長、 

ひきこもり地域支援センター全国連絡協議会会長 

精神保健、メンタルヘルスに関する講演会等の講師を多数実施 

４ 14：45～16：00 

講義：「ひきこもり支援における当事者活動への理解」 
～本人や家族が支援者に望むこと～ 

講師：丸山 康彦 （ヒューマンスタジオ代表） 
不登校・ひきこもり経験者、経験を踏まえての支援活動を実践 

 代表著書「不登校・ひきこもりが終わるとき」（ライフサポート社） 

～家族会・居場所、ピア活動への理解～ 

講師：斎藤 まさ子 (保健学博士 ライフサイエンス/臨床看護学) 
長岡崇徳大学看護学部 教授 

代表編著「ひきこもり家族会と地域との有機的な連携構築に向けて」（ウェストン） 

 

12月 19日・1月 10日とも、研修内容は大枠においては同内容になります。 

ご希望のコースをどちらかお申込みください。 

各講義は質疑応答（概ね 10分程度）の時間も含んでおります。 

  



 

２．参加対象  

ひきこもりの支援活動に携わり、実際にひきこもりのケースを有している方 

ひきこもり支援に関心のある方  （各コース２００名ずつ） 

 

３．参 加 費    １０，０００円  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝お申込みの手順と研修の参加方法＝ 
 

参加をご希望の際は、 下記の項目をご記入のうえ必ず「メール」で、お申し込みください。  

(1)お名前（ふりがな）  (2)ご所属  （3）参加コース（12月か1月かご記入ください） 

(４)郵便番号・住所 (５)電話番号 (６)研修に参加される方のメールアドレス 

※複数名の参加を希望される場合は、ご一緒に参加する方のお名前と個々のメールアドレスも 

お書き添えください。 

※郵便番号と住所は、テキストの送付先をお書きください。 

【お申し込みのアドレス】（lectureは「レクチャー」の綴りです） 

lecture＠khj-h.com「KHJ ひきこもり支援研修（オンライン基礎編）」係 

※メールにて「参加費振込案内」をご返信いたします。 

【申込締切】 ２０21年12月１３日（水） 

  個人情報は適切に管理し、研修事業のみに使用いたします。 

 

＝お問い合わせ＝ 

特定非営利活動法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 3-16-12-301 

E-mail: lecture@khj-h.com  Homepage: http://www.khj-h.com 

お申込みされた方には締切日（12/１３）以降に, 

「研修テキスト」のダウンロード先、及び「参加されるZoomアドレス」の IDとパスワード、 

テキストのダウンロードのURLをお申込み時のメールアドレスにお送りします。 

事前にテキストをダウンロードの上、研修にご参加ください。 

 

研修会当日の 10分前になりましたら、ご指定のZoomアドレスからご入室ください。 

 

参加者自身のPC環境の不具合などによる研修不参加については、 

当会では対応できかねます。 

お手持ちの端末のWi-fi環境などは十分にご留意ください。 

 

 問い合わせにつきましては、メール（lecture@khj-h.com）にてご対応申し上げます。 
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